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答えて市長！一般質問
「コロナウイルス感染症対応のため一般質問を取りやめ」

市執行部への業務への影響を考慮し、
感染拡大予防のため、
予定されていた12名の一般質問を取りやめました。
予定されていた一般質問について、後日、書面にて回答がありましたので、
質問者が要約してお知らせします。

［経緯］
　３月２日、議会運営委員会において、一般質問を実施すべきか
検討されました。市内に感染者はなく、一般質問の日程まで日に
ちがあることから、早々に中止を決定するべきではないと、状況
変化を注視することとなりました。その後、市内事業所に勤務す
る方が新型コロナウイルスに感染したとの発表をうけ、３月10日
に議会内で再度協議を行った結果、市執行部への業務への影響を
考慮し、感染拡大防止のため、今定例会での一般質問を取りやめ
ることを決定しました。
　なお、稲葉剛治議員・林美希議員の２名は、３月２日の議会運
営委員会終了後、本人の申し出により一般質問を取り下げました。

一般質問

木売落し貯留計画は見直し
調整池設置も現時点は困難

降旗　聡

問 浸水（内水）対策は喫緊の課題。吉川駅北口
周辺地域の治水対策としての「木売落し貯留

計画の経過と課題、今後の進め方」について。

答 総合治水計画において、降雨量が３年確立か
ら５年確立になり、この増加分に対応するた

めに検討を進めた。検討を進める中、毎年のように
長時間連続した豪雨が発生していることから、機械
や設備の増強に加え、軟弱地盤への対応など、事業
費が増大したため、事業費の抑制を検討した。しか
し、最終的に補助金交付要件の費用対便益比を満た
すことができず、計画を見直すことを今年１月に決
定。今後は、改めて様々な手法について検討してい
く。

問 吉川駅北口地域・南中学校周辺地域の対策と
して、大規模調整池設置の考えについて。

答 雨水貯留は、区域外貯留、排水区の変更、整
備する場所なども含めて、事業化に向けた手

続きや財源など様々な課題がある。また、ポンプで
くみ上げるのではなく、高低差を利用して池への流
入を行わなければならないなど、技術的な制約もあ
り、現時点では非常に困難であると考えている。

「断らない」相談窓口設置
と支援導入を

五十嵐　惠千子

問 市民の暮らしが多様化する中、個人が抱える
課題は複合化・複雑化し、何処へ相談してよ

いか判らないといった声があります。当市も「誰ひ
とり取り残さない」ＳＤＧｓの視点で、市民の様々
な相談を「断らないで」受け止め、ワンストップで
問題解決をする窓口設置と支援体制の拡充を。

答 当市では、子育て支援、生活困窮者、障がい
者支援、高齢者支援に、各々、担当ケースワ

ーカーや専門職員を配置し問題解決に努めている。
また、その過程において、複数の問題を抱えるケー
スは担当者や関係機関へ適切に繋げることを基本
に、複合化・複雑化した相談については、関係機関
による会議を開催し、アセスメントを共有し、支援
や役割を調整しながら、解決に向けた連携も図って
いる。お尋ねの、ＳＤＧｓの視点も踏まえた「断ら
ない相談窓口設置と支援導入」については、当市に
おける現状の分析、市民ニーズ、人材の確保、地域
資源の状況等を踏まえながら、当市の支援スタイル
に一番見合った形を目指して、具体的な検討に向け
た作業に着手する。
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